
 

 

 

 

 

 

名古屋大学大学院工研究科の 石原一 彰 教授、ウヤヌクムハメット 助教、西岡

浩平 大学院生（当時）及び 近藤 竜太郎 大学院生の研究グループは、次亜ヨウ素

酸塩注１）触媒と過酸化水素などの酸化剤を用いるキノンメチド注２）の新規生成法を

界第２位であり、資源小国である日本にとっては貴重な輸出資源であるため、ヨウ

素の有効利用は国策（元素戦略）としても非常に重要です。 

本生成法は高純度のキノンメチドを大量生産に適しており、抗がん剤やアルツハ

イマー治療に有効な医薬品や機能性材料の迅速合成や探索研究の推進に役立つこと

が期待されます。 

この研究成果は、令和２年３月２４日付（日本時間午前１時）英国科学雑誌

Nature Chemistry 誌のオンライン版に掲載されました。 

この研究は、日本学術振興会科学研究費助成事業の支援のもとで行われたもので

す。 

ヨウ素を触媒に『キノンメチド』の 

実用的生成法を開発 
～ 医薬品や機能性材料の探索・合成研究を推進 ～ 











https://www.nature.com/articles/s41557-020-0433-4
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